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『北嵯異聞』のロシァ語

生 森 將 人

OpyCCKOM　fi3blKe　B　““XOKyca醸6yH”

簸憂｛澱MO蓑》聡　1畷aca雪o

　　廊聾K◎KyH　Ko双a紛一3TO　fiePBb蚕藍冊OHe双，質OTOρ麟BO3BpaT麟C騒M3　POCC闘8践服OH騒ee　B

HeplloR　羅oJi叢餐丁騒K猟　”3aKpb匡丁も夏x　政Bepe鍍”　e壱ryHaTa　ToKyraBa．　｝｛eKoToP勤葦e　｛撒疑03H羅蓑轍　c6ryHaTa

双o叩a繊朋a護羅ero　3　ropo及e　3艮o　H　ocTaB耶魏政oKy賊eHT皿o澱Ha38a冊e賊曽Xo葦｛yca駿6y難”．　B

竃｛eTBe韮｝To澁　rJ叢aBe　∂To鍍　葦｛H嫉r羅　co6paHb韮oKoJm　650　pyccK騒x　ciloB．3To，　Mo｝葺｛eT　6わ夏Tb，　獄ep駐も戚，

eocTaBJ塞eHn51ti　矧∬o騒取e嫉　縦賑o嚴o－pyccK騒鍍　」葦eKcHKo猛

　　　B　370最　cTaTbe　絨も肇orPa薮叢饗｛｛HJ蓋Hcあ　Tl｝a猛cK韮｝級猟環犯藍　HlloHcKIIx　Ka騒a　pyccK狐鮫瀬6yKBaM劉．　3Ta

KHHra叩e双田ecTByeT猟3BecTH◎鍍㏄XoKyca蓋3y即AKy”，1｛oTopYK｝cocTa8照｝｛a眼ypara駐a　Xoc田

B　i794　ro双y，蚤肇AocTaBafleT　60raToe　cBeZaegHe　Pyce葦｛oro　㍊　蕨擁oKcKoro　擁3わ夏KoB　Toro　3Pe巖e獄疑．

3Taぞ？Xo蓑｛yca擁6y駁”HBπneTcfi　o政H磁擁3　Ba嬢難e澁蓋∬笈肇x魏種e服わ瓢x以oKyMeHToB囎叢肇聡y耀e麗擁

HcTop賊03猟aKo良霊eTBe懸o蓬瓢eB　c　pycc翼脳蹴3秘Ko醒3Ko韮羅e璽8－ro　Be駁a．

　1　　徳川幕府の鎖国政策下、ロシアより初めて帰国した伊勢の漂流罠大黒屋光太夫については、

新村出博士のe伊勢漂民の事鋤、亀井高孝氏の『大黒屋光太夫」、井上靖氏の小説「おろしや国酔

夢講等でよく知られている。この大黒屋光太夫はWシア語を学習した最初のB本人ではないが、

mシア語を生き生きとした形で、直接我が国へ伝えた、多分、初めてのB本人であろうと考えられ

ている。光太夫が伝えたWシア語の様獺は桂川甫周編の「北椎聞略」巻之十一が最もよく知られ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
これをもって「日本における簸初の露陰辞典である」とか、「片カナでvシア語をしるした臼本最初

　　　　　　　　　　　2）
の項穏別露和辞典である」と一般的には云れている。光太夫は寛政五年（1793年）八月江戸へ入る

と幕吏の取調べを受け、岡九月には吹上御苑にて十一代将軍家斉に謁見しており、それぞれの記録
　　　　　　3＞
が『北嵯異陽、『漂民御覧之記sとして残されている。この『北椎異聞」を筆録した篠本廉は巻

第一、起原で次のように述べている。「寛政五年癸丑八月漂民幸太夫、磯吉二人江戸に召至る。池

田長恵（原註、筑後守、町奉行）に付して、先其概略を問せられて後、彼二人を一舎に置る。又中

川忠英（勘三郎）、間宮信如（諸左衛門、以上工人皆御§付）、時に往てこれに臨む。これは彼ヲ

Wシヤの風土の厚否、山河の美悪、順逆の情、強弱の勢、又漂民購來の事情、從容とこれを問て、

其簑を得べしとの事也。廉政府の旨をうけて其座に陪して参問筆記す。」（pp．i11～112）桂川甫

周によって『北椹聞略1が編まれたのは寛政六年八月であり、『北樵異陽におよそ一年遅れている
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ことは、見逃すことの出来ない歴史的事実であるように思われる。しかしながらこれに言及した文

献や論文は極めて少ない。高野明氏が「罪北嵯異聞Aは『北権聞略Aに先行する文献として重要な役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
割を果たした記録であった。」と僅に触れているにすぎない。

　II　　那北様異聞』は巻第一・起原、流密浪跡、巻第二・幌聴叢談上、巻第三はその下、巻第四

は魯西亜語という横成になっている。巻ng－一から第三までにも数多くのロシア語単語・短文が含ま

れており、貴重な資料を提供している。

　光太夫はいかにしてWシア語を習得していったのであろうか。光太夫が初めてmシア語を使って意

志疎通をした様子は次のように述べられている。「アミシイツカにて、農語の通ぜざりしこと凡半

年ばかりなり。魚をあたへたるをば食へということ・心得て、煮て食す。其他もかくの撫くわつか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
に用たりし也。初めより人々來りて髪をなで袖をひきなどして、其度ごとにヱトチヨワ（3TO　ger6？）

と云を何とも心得ざりし也。後に是は何ぞと問ふ醤ならんと推はかりて或時大なる鍋を指てエトチヨ

ワと此方より云たりしに、コチヤウ（KO了eJ瓢〉と答へたり。さて又他の物をもエトチsワと云て問

へば、各其物の名を答へたり。彼方よリエトチヨワと云ときは、此方のそれぞれの名を云てこれに

答へたるより、互に通じあひたt）。」（pp．　U6～ll7）光太夫のロシア語の知識は次第に深まり∫イ

ワンは名也。ピウトmイチはピウトロが子と云こと也」　（p．125）と父称の存在に気付いたり、ヤツパン

スコイ（葺体）、キイタイスコイ（清）、ヲwシスコイ（魯繭劒等より、Fスコイとは国と云こと也」（p，141＞と、

間違ってはいるが、スコイを抽出したり出来る程になっていく。更には「文字は券行の文字なり。此邦の假

名の如く文字に音ありて訓なく、二字を組合せて一音をなす。濁音の字（原註、バビブベボのたぐ

ひ）、半濁音の字（原註、パピプペポ）各別に其字ありて、～字に嗣せず。　二字を組合すといふ

は、必アイウヱヲの母音を、他の音の字の下に添ゆ。母音へはカキクケコ五音、其中唯一字を構て

別に字無し。カと呼んとすればカアとアの字を添ゆ。キと呼ぶにはカイとイの字を添ゆ。クにはカ

ウ。ケにはカヱ。コにはカヲ。、唯一字にて五音をなす。又サシスセソ五音、其中一字を罵て別に

字無く、サの字一字にアイウヱヲ五音をなす。サなればサアシなればサイ。スにはサウ。セにはサ

ヱ。ソにはサヲを、他は皆此例なり。」　（pp．181～182）と綴字法にも及んでいることは幸太夫の

ロシア語力が読み、書き、話す点でも棚当なものであったことを示す証左であろう。巻第三までに

は、跳名、入名等の固有名詞、畏族名等を除いても、巻四に含まれていない単語が約65も拳げられ

ている。巻四の約650語と合算すれば700語以上である。この数だけをもってしても『北嵯異聞藩巻鶴

こそ滋本で初めての瀦露辞典、和露語彙集であったと敢ズ称してもいいのではないかろうか。

Ill　y北磋異聞毒で使用されている仮名表記にはいくつかの特徴が箆られる。

1）語頭のpo，　paはヲw又はウロと表記される。これはwシア語のρが強い巻雷の流音であるこ

とからと推察される。

　勢働　ヲuボタイ　pa66Ta鮭　賑　ウロウットpOT

一　50　一



　2）rの前のeはヤとなる。

　　霜　シネヤカ　CHef　磯　ナベリヤゴウ　1｛a　6eperY

　3）」は語頭を除きウと表記され、実際の発音に近づける工夫がなされている。

　　　顔　リチヲ　9iixx6　電　モウニヤ　ltt　6aHXH

　4）語末又は音節末尾のM　Sまンとなる。

　　　雷　ゴロン　rPOM・倉　バンバラ　B韻6帥

　5）ilとrの音結合はイグとならず、イニギ又はングとなる。

　　　戯遊　イニギライ　珊p韻　　書籍　キンガ1｛HMra

6）語末の子音、特にK，T，　x，謎等は脱落する。

　　　手巾　プアト　nAaT61S　不足　ネトスタニ　He双OCTaHe簗

　　　豆　ゴロ　rOP6五　鐘　コロコ　i｛6nOKOit

　7）その他朋一がリヤ、B9一がチチ、　call一がサンボ、－A一がルになるなどの例も見られる。

　　伯叔父　リヤリヤAfiAfi　昨臼チチャラBqepa　履サンボウキcaRorA　船スルノ醇照o

　一方、文法面からは、動詞の単複形の区別（例、鳴く）が明確である反面、形容詞と名詞の不一致（例、

毎年）、日付の数え方（例、十一・一一　N）の不正確さなどが散見され、語彙面では明らかな勘違い（例、指の名

称）や脱落（例、熊子）などが指摘されよう。このような欠点があるにも拘らず、この書が臼本人の初期ロ

シア語学習の記念碑としての価値をいささかも減ずるものでないことは多言を要さないであろう。

　N）以下、巻第四魯西癌語の資料を提示し、ロシア語の推定形を現代Wシア語表記で私案として

提出してみたいと思う。原文は縦二段組みであるが、便宜上横組みにした。（）は脱落部、ロシア

語訳の後の？は恐らくその形であろうと思われることを示し、：は現在迄推定出来なかったことを

表している。ロシア語の仮名表記の誤りが①光太夫自身の聞き違い、記憶の誤りから来るものか、

②篠本廉の聞き違い、筆記の誤りから来るものかは、にわかに断定し難いので今後の研究に待ちた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6｝
い。『北嵯聞略sは勿論のこと、『魯西亜文字集x、『魯西唖辮語s、y魯西亜語類露等のロシア語古辞書

との比較対照研究により次第に明らかにされていくものと思われる。

　　　　　　　　　　　巌　※　楽　※　楽　※　※　※　※　※　※

　北嵯異聞巻第四　　　　　　　　　　魯西亜語

　　　　　　騰篇の用を待つ者は、牧藏縣鼓の類に及ぶ。山海の大を爲す者は、繕小を僻すること

　　　　　　なし。故に零書砕語彙して編末に置。然れ共彷彿音響ついに録取の敷にあらず、聯目

　　　　　　前の遺を拾ふ、婁B後の用に備ふと云んや。

⑭天文類

天　ネボ　蛇60’　　　　　　　　　　　　　　　　沼　ソンソ　C6巖猛級e

月　メイセツ　漉c照　　　　　　　　　　　　星　ズデズデ　3Be3顧

風　ボコタ　rror6Aa　　　　　　　　　　　　雲　ヲボラケ又ヲフラス　66πaKO／o働ac

雨　ドヲシ　no｝Knh　　　　　　　　　　　　　　　霜　イイネ　舳e最
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氷　リヤラツト　　π甑　　　　　　　　　　　　　電　シネヤカ　　eHer

綴　ガラト　　rpaR　　　　　　　　　　　　　霧　トマシ　Ty認H

雷　ゴロン　rPOM　　　　　　　　　　　　　　電　モウニヤ　ltf6ZZXXUfl

火　ヲコニ　or6Hh　　　　　　　　　　　　　　　姻　デム　llblM

菜　ヒトシナ　　（BO）CT69ffbdi　　　　　　　　　西　サアパアト　3舶瓠

南　ボウセン　fi6Allems　　　　　　　　　　　　北　シウヱル　　c6Bep

㈱地理類

地　ゼムリヤウ　3eMmA　　　　　’　　　　　　　国　スコイ　ーCK磁

島　ヲホスツトロワ　OCTPOBa　　　　　　　　堺　チヤステ　gac’rb

天下　インペリヤ　itMRePIIn　　　　　　　　港　カアワニ　rkBaHb

洋　ヲケアユ　OKeaHhl　　　　　　　　　　　　　　川　レカ　peKa

溝　カナアル　Ka舶ad　　　　　　　　　　　　　井　コロジツ　Ko澱砿畷

海　モリヤ又モレ　MopA／M6pe　　　　　　　　山　ゴラ　rop塩

平山　ニヌ、カゴラ　磁3Ka｛”｝ropa　　　　　　　沼　ヲゼヲ　63epo

流　ヘシ　Tegb　　　　　　　　　　　　　　浪　ボm／　B6AHbl

磯　ナベリヤゴウ　Ha　6eperY　　　　　　　石　カメンノ　KaMeHh

林　　レス　Aec　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸　　クロゴシ　KpyrA

土　キュナ　rnftHa　　　　　　　　　　　　　水　ボタ　BO船

礫　ヌリンコイカメンノ　M離e貼獺最KaMeHb　灰　ペピラ　朕¢離a

穴　デラ　Ab童pa　　　　　　　　　　　　　　　　通　ドロカ　kop6ra

捷径　ヱトドロガヒリスカ　STa　llop6ra　6xg3Ka（6廟3蓑｛o）

城　ドラレワ　期op瓠　　　　　　　　　　砂　ベツソカ　賑ec醸

騨　　ゴwド又スタネワ　r6pon／CTa畷雌　　　　市店　ウリツア　Yg　lma

街力・レワ　獅｝瓢a　　　　　　　　　　　　田舎　ヲレウナ　llep6BHfi

陸田　ハアシニヤ　fiamHfi　　　　　　　　　　谷　レイツイナ　〈・rop盟最》pyq餅

洞　ラワセリナ　lleu（6pa（？）　　　　　　　　　　池　ヲセロ　63epo

湖　ホリシヨウヱヲセロ　60ahm6e　63epo　　　礫布　ブイストコ　65｛CTpo／6blcτPilHa（？）

日本　ヤツパンスコイ　HH6Hel｛ort

蝦夷　クリスコイヲストrrワ　KypimbCKIIe　OCTPOBa

⑭時令類

春　ウヱスナ　Bec船　　　　　　　　　　　　夏　イレトレタ　飛丁0／fleTa

秋　ヲセン　6ceHb　　　　　　　　　　　　　　冬　ジヤ　311M合

農　ウダラ　YTpo　　　　　　　　　　　　　　　日午　ボウセン　ll6NAeHb

叢　ボmeゲナゼン　H◎涯08餓a　lleH．b　　　　　　暮　ウヱルチヱリニヤ　8eq帥磁磁
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夜

今

今田

昨日
あさって

後日

査年

明年

毎日

先H

幾臼

幾年

珊長

農明

正月

三月

五月

七月

九月

十一月

朔H

E臼

五臼

七H

九臼

十一日

十二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪ep80e　　　　鼠ec｝峯Toe

　　　　臼よ1　　　　　　　　　　　（uecAToe）の上1こ二日

ヤトヱ　　　　　　　　HテレテイWテシヤトヱ

ニ十H　　　　　　　　　　　　　　　　　！lecAToe　glicπ0

廿　臼より廿九日迄はドムワデシヤトヱ（9Ba鼠ec触oe＞

ムワデシヤトヱベルヲイチイスロ（一臼）（llBa　AecAToe舵p80e－fen6＞

フトロヱ（二H）（KBa　AeeAToe　BTopbe）、トムワテシヤ｝・ヱァレァイヱロ

llecAToe　TP6Tbe）と公ふ也。

三十H　テレテシヤトヱチイスロ、TPIi　llecAToe畷c涯6　三十一一一”　ee　テレテシヤトヱベルヲイチイ

一　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

ス．rコ　　　TP薩　鼠eCHToe　露el｝Boe　獲ltCJIO

ノチ　HOUb

トベリヤ　Te疑ep廻a

　　シヤウニ　　cer611Hfl

　　チチヤラ　Bgepa

　　ボシテサスタラ　Hoe．qe3aBTpa

　　ボmストコイゴウタ　Elp6vaghlii　rox

　　ドロコイゴウタ　双pyr6薩rOR

　　シヤウコイゼン　（B）c益欝癒neHb

　ヘレイジノゼン　Rpe｝Kmlii！leHb

　　コトロヱゼン　KOT6P謡AeHb

　　コトwヱゴダミ　網丁6ρ謡roga轟fll

　デントギドコイ　ReHb鼠6灘盛磁

　　スベタ　CB的wo

　ヱンワアル　flHBaPb

　　マルタ　MaPT

　マイ　Maii

　　イユリ　　猟簾◎Jlb

　センチヤアブリ　ceHTA6Ph

　　　ノヤアブリ　Hofi6Ph

　ベルヲイチィスロfi6PBoe珊欄6

　　テレテイヱw　TP6Tbe

　　どヤアトヱ　蒲？oe

　　センモヱ　ceAbM6e

　　ゼビヤトヱgeBAToe

　　　ベルヲイナゼシヤ．トヱチイスロ

　　　（BT◎P6e双ecAToe）三

　　　　ドムワデシヤトヱチイスロ　JIBa

縛

鷺

今夜

明H

去月

今年

縛節

毎年

何時

幾月
さきほど

適舎

日短

薄暮

二月

四月

六月

八月

十月

十二月

1二日

四錘

六艮

八日

十H

チヤス　ga（．

ダムノシノイゴタミ　；laBff（llllKltliU　rOJKillt“

　　シヤウテチ　C鵬Hoqh

　　サスタラ　3aBTpa

　　ボロストィメイセツ　難P6撫恥磁融eH眠

　　シヤウゴタ　ce藍E・OJl

　　ウレメノ　BpeMeHa

　　シヤウコイゴウミ　（B）c諏斑磁rOA

　　スコリコヱチヤスイ　Cκ舶bKoe　qac61

　　コトwヱメイセツKOT6獅崩IVf6Cflll

　（？〉　　ネタフノ　lleJlaBHO

　デニコロキ　艮eHb　KOP6TK匹餐鼓

　　チヨムノ　TeM舶

　ヘウラリ　Φe即舗b

　　アブレイリ　a叩熱b

　　イヱニ　ftrOHb

　　アウス　aB（ry）c（T）

　　ラキチヤアブリ　OICTA6Pb

　　　ゼクアブリ　llelca6Pb

　　フトロヱ　BTop6e

　　セチウヱルトイ　qeTBePToe

　　セストヱ　illeCT6e

　　ウヲシモヱ　BOCb｝f6e

　　ナゼシヤトヱ　Ha鼠ec敢oe

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

　　　　　　qHcno

　　　、M漫とかへて公ふ。二日フトWヱテシ

　　（TP6Tbe　llecStToe）と・云な｝）。

　　　の下に一獲、二日、三Hと添て云。ト

　　　　　　　　　　　　　　　　、トムワデシヤトヱ

　　　　　　’　一　　　（三獲）（！lBa
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麟人物類

天子インペラアトウル脳獄eρ的op

人　チヨロウヱカ　q朋OB6葦｛

女　ゼンシナ　ncemuHHa

母　マチユシユカ　融Ty田Ka

祖母バ・シカ又シタロハ6飴y泌Ka／CTapYxa

伯叔母　テツカ　TeTKa

孫　ウノカ　BHyl｛

弟　ボリシヨイバラアト　60ZZbma6ti　6paT

妹　マアヲイガラアイ　厳細磁ro船醗の

妻　ゼナ　｝Ke舶

君　パアレン　6apnH

窟女　ラケイカ　潟ai｛醐Ka

家僕　スワルカ　C」五y感

師　ウチヨンイチチヨロウヱク

弟子　ウチンニイカ　yqeHAi｛

僧　　ボウフ　ilOfi

女帝　ゴスタレニヤrocy頑悶田

男　ムツシナ　My｝Kgima

父　バチユシユカ　6aTrOUfi｛a

祖父テヱト又ジヤゼシカ　aeA／heGyllfica

伯叔父　リヤリヤ舶朋

子　スン　Ch！H

兄　ボリシヤアフラアテ　60Abm61i　6paT

姉　マスダラ　MoA　ceCTpa（？｝

夫　ムウシエ　My｝K

女姥，ドワテ　3fiTb

臣　ラケイ　凋aK甜

少婦　テウイツア　TeTfi

家碑　　スルジヤミヤ　C激y｝K無m｛a

yt｛§Hb羅熊　畷eJヨOB6K

　　　　　　　　　　朋友

　　　　　　　　　　馨人

農昆　　パンセイノイ　　fioceNitHKff

大院　ボロモチンカ　fiPOMtillllAeHHgK

撮師　ポwモシライ　mp6Mbicna

盛舗　ツリキフカm＝：

少年　モWドイムジカMOAOA6B醗y｝㎞K

初年　ネウヱリイコイ　騒e8e舷欄藪

主ポジヤイノ　XO3触鷺

美人　カラシイウヲイ　蓑｛pac船b盛

愚者　ドロカ　及yp飲

媒人　スワタ　CBaT

貧人　ネボハトイ　He60raTbiva

盗賊　ウヲル　　BOP

寡婦　　ヲドウ　　B双OB会

情婦　リウホウウニイチヤア　Aro66BH｝｝lla

根識入　ピリヤテリ　即噸丁磯b

商人

漁人

酒家

老入

一
門

貴人

智者

士人

欝人

乞者

繰夫

妾　フリヤアツカ

懲入

瀬入

　　タワレン　TOBaPHPt

　　ポ1レイカレ　xxo皿A61｛aPb

　　クツヘイツ　蓋｛y舶u

　　ホロモシライ　ttP6Mb蕉caa

　　カバアカ　Ka6蝕

　　セタリイカ　CTa瞬K

　　ヲルノイ　POAHrke

スワタ　CBaT

　　ヲスポジン　rOCftORfiH

　　ヲストロイ　6CTPhlif

　　アキリチヱロoΦH船ρ

　　ホハトイ　60raTb磁

　　ニワシヱイ　曲珊癒

　　グトウヱイツ　BAOBexx

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　猟POCTHTyTKa

　　リユボイツア　匪紛66B薮蝦a

　　一セニヲイ　　neffiiBhiK
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異國入　イノセイメツイ　洲03餉職　　　　　旅人　ザヱゼチヱmウヱツカ　3a63usg喬geXOB¢1｛

工人　ムジカ　w｝磁K　　　　　　　　　　　　鍛冶　クジニツウ　Ky3舶駁

訴人　ナカザテレ　HaKa．3aTeAh　　　　　　　識入　スウイテテレ　rraCl｛BHxAHT　〈？》

水練　ウヲドラアス　Bone3a3　　　　　　　　叢入　シウヲピィセッ　｝iCimOfikce双

名鑑　シイウヲピン　累舶0闘Cも　　　　　　　　名筆　ホロシヨウビイシヨト　XOPOtu6舳田eT

悪窯　スウヲティ　訓OA甜　　　　　　　　　寄寓　イジデゥヱニャ｝撒Tb　BP61tfeHKO

嬰入　ヲヘリシニカφaBO睡猟a

才人　イヱレメシンノイ＝me　　　　　　　　　　伴侶　メシタボイジヤウン　Mbl’c　TO66藪BWtk311”

老蜜　ホツセンノチヨロウノエカ　xop6ZlleHbKHX　geXOBeK

怜倒　ウムレノイ　諏恥夏藪　　　　　　　　　唖者　ネモイ　HeM6ti

聾者　グルホイ　r躍yx6X

囎人事類

生　ロジツ　po煎Tb　　　　　　　　　　　　　亮　ウウメル又ヲメル　伽ep／（it）6Mep

活　ジヨヲト　｝撒B6丁　　　　　　　　　　　　居　シデジ　C照醗b

初見　ヅタラストイ又ヘルヘヲイビシユニ　3RpaBCTByRTe／B”ePBS！e　B蹴y

讃書　キンガチタヒ　K麟fa　gl｛TaTb　　　　　讃　チタヒ　qgTaTb

自喜　ウツコメリヤ＝　　　　　　　　　　　　遣使　ボヌラユ　fiOChm飴ro

掃除　テイヒナ　嘘C照a　　　　　　　　　　逃走　オヘシヤウ　y6eraaa

烈櫻　イスホガァリ　Ilexxyra”1｛　　　　　　　　樒差　シテンナー撤，警、ヲテハイ　B3Ablxae（T）

行歩　ポジ又ホイシヤウン　XO離／XO｝贈　　　疲倦　ウスタアル　yCT翻

奢修　ボロマトウー傲慢　フワアルr6p（胴紛和睦　リユビAro6（o）Bb

猜疑　デベトシヤネホロシヨ　TBoA　Ryma　He　xoひo蜘

鷹1封　　スカゾヲ　CKa｝KY　　　　　　　　　　　　催促　スコロスセ　CK6POCTb

奇遇　ヒジユニウヱセラ　B鰍yBeceJIO　　　　遣　ポジメ　恥雌

誼　バルノイー來　ヒリヤハウ　即漉x麗　　　乗　サジイシイ　ca湘Cb

止　ヘレシタ　ftepeCTaHも　　　　　　　　　　寝　シッペ　CRM

泣　グラアチ　ewagb　　　　　　　　　　　　　悦　スナヲボヲ　llo3RpaBfiAiO

呼　ポジ　xo舶　　　　　　　　　　　　　　扶持　ホロセンカモスタレ　xop6dieHbKO（？）

買　　クツヒユ　Kyrrmb

計　メシテヲwワユウレ＝　　　　　　　　　　諺　コウレンニネホロレヨ　llc6peMb　He　xopom6

尊敬　イリゥコィー戯弄　イギライ礎p磁　　根見　ヤビシヱニfi謡齢π

作禮　スタラストイ　CT血pOCTa
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問候　ナツヲヤスイゴウシテー

喫飯　タシヤイ　K画翼磁

黙頭　サズチ　comac伽b（？）

算　チタイ　（c）珊買a重1

教　ウラナー盗　ヲカラウy即翻

縫　シヨト糧b敬

取　ベリヤウ6epY

拙二こ　ネホnシヤウ　Hexopou．｛6

搬送　　タスカイ　TaCKa浜

盤身膿類

身　　シヤツツ　　MACO

ロ　ウmウツト　POT

歯　ツベ　3頸も韮

騨　ノウスイ　HOCbl

葺　ウシ　Ptll

指　バアシツ　ndAe猟

胸　　セイルツヲ　c6PA猟e

髪　ウヲウヲスイ　B6nOCbi

男陰　ホイ　Φy嫉

毛ニ　ボWク又ヲWツ　　BOA（OC）6K　／　B6諏OC

．【盆　コロフ　KPOBb

暇　プロゲ　6POBb

ig19，　　クノ｛　　ry6a

頬　シテヱカ際e舶

腹　ブリボ　6PぬXO

騰　フフ　飛yn

大指　ハアリツ　haaeK

中指　ウカサテリィ　y”a3aTeAb侮b崩〉

小指　　ラヅム　pa3yM（Hblil＞

尿　サカセイワ　ー　魂　ハッメ　pa3yM

鯉宮室類

家イスバドマ　1｛36a－AOM

浴室　　ノ＼ニヤ　　6a獄H

礪　　ヌズナ　　＃V．’maHlfh’

笑談　ゴヲレ　rOBopA

吹熔　　コウレ　Kyp虚

笑　　シメヤツ　CbfeATb（Cff）

露　ナザテ　Ha3甑

脱　フラツチシキン　eSpaUll｛y　c撒Kb

逗留　ナチウヤマ　Hoqner

良工ホロシヤウヲロボタイ　xopova6　pa66Tae〈T）

勢働ヲロボタイ　pa66Tati

炊飯　イシワリ　eCTb　Ba睡

膿　コウルフスティワ　K6PRye　T的a

鷺　ヱジキ　無謡K

還　ガサ　rfia3a

咽喉　　ゴルラ　r6pno

顧　　ゴワワ　yOAOBA

手　ルキ　py畷

昆　　ノギ　H6fff

釜ξ　ボmダ　60POAa

女陰　ヒスダ　HII311a

骨　タフタ　TaΦマa（？）

顔　リチヲ　謹職6

背　＝ツヘナ　CllllHa

掌　　ワドニ　na双6Hb

腰　ホヱスツア　aGfieH｛fKa

尻　ワツハ　3a艮

額　ウラフ　，lo6

人指　ホリシヨイ　60nbm6X

無名指　スレユ　cp合畑痴

糞　コブノ　rOBH6

魂　ラヅム　ρ飴yM

門　ウヲurタ　Bop6Ta

倉　バンバラ　BaM6ap

窟　　ヲクノ　o羅め
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戸　ズウヱリヤ　ABePb　　　　　　　　　　　　　井　コロシツ　k’o涯6Gell

櫨　マシタ　MaqTa　　　　　　　　　　　　　橋　モスト　MeCT

宿含　ナチラヤマ　Heq36r　　　　　　　　　　寺　ッェリコ　gePKO佃b）

尼寺　ゼンスノイマヤルシテラ　｝数舶CK繍　MoHaCTSIPb

劔草木類

葉　タラワ　TpaBa　　　　　　　　　　　　　　　木　ゼwワ　　醗peBO

花　ツウヱイト（開）珊eT　　　　　　　　　wシヤウヱヲ（落）ソノウホ　ww　（萎）ホツアリ

。。＿： 　枝　　リス　＝葉　　リストヲロ　msCTBA　　　　根　ユレン　K6peHS

林（見地理類）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薪　　ドロワ　llPOBA

實　チテジイリフ　nv　　　　　　　　　　　柚　リモン　朋醒6H

柿　ヒンネヤアコテ　雌繊雌ArOlla　　　　　胡椒　ゴロシチヱトイヘレツ　rbPllMUHbi　il　R6peu

蕃椒　アカタラカンスコイヘレツ　aCT照x舶C撒員翻epell

煙薫タバアコ　Ta6al｛　　　　　　　　　　　　　米　ヒセナ　ilimeH6

豆　ゴロ　rop6（x＞　　　　　　　　　　　　　　　瓜　デナ　融瑚

胡瓜　ウグリツイ　orypqSl　　　　　　　　　　源瓜　アルブウス　ap6舶

芋蘇　アリトヲス　i｛aPT6㎜｛a　　　　　　　　羅葡　レイテカ　penbKa

蕎饗　ギ’リヲウシナrpe噛xa　　　　　　　　藥草　ケルヌコー胡麻子コノヲヒレノセイシヤc碗飛

種　レイテイカ　pellb｝｛a｛？1　　　　　　　　　　木皮　ラキタカ　・w＝

⑭鳥類

鳥　ヒチツ　纏丁離a　　　　　　　　’　　　　　獣　ツウヱリヤ　3BePb

虫　　ネピコマヤ　　Haceec6Moe　　　　　　　　　　　　，魚、　シイハ　　P虚6a

鶴　ジウヲソ　”｛ypaewb　　　　　　　　　　　　　雁　　グシ　ryCb

鷲　ヲリヤウヲ　op猷　　　　　　　　　　　雄難　ヘトハHe呼x

雌難　クウリツワ　Kシ騨繊a　　　　　　　　　　　鳥　ウヲw／　Bop6Ha

雀　ジユラフイ　asv．　paBAb（？）　　　　　　　　　　鵬鳴（羅鳴〉ホヨヲト　fiO6T

（衆鳴）ホコウト　fiofOT　　　　　　　　　　　飛　スカアチヨト　c飴肥丁

虎　バアルス　6ape　　　　　　　　　　　　熊　メジベシ　配胆鰍も

熊子　ゼチヱイ　！leTelt　　　　　　　　　　　熊皮　ヲヲジヤウ　i｛6ica

鹿　ヲレン　o”eHb　　　　　　　　　　　　　　　承　シミニヤンスウヱニヤ　CBI｛HLit

犬　ツバカ　CO6ai｛a　　　　　　　　　　　　　　　　牡狗　ホイ　　Φy擁

牝狗　ヒスタ　照3及a　　　　　　　　　　　　　　牡牛　ブツクワ又ブウカ　6bH｛／6blKa

牝牛　コロワ　KOP6Ba　　　　　　　　　　　　　　牡馬　コウニ　1｛OHb

牝馬　コブラ　i｛06Ama　　　　　　　　　　　　　　牡猫　　コゥト　KOT

牝猫　マウシカ　i｛6mE｛a　　　　　　　　　　　狐　リシツ　謝c無a
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野猪　シビニアシ　CBIfHbA

角　ロガ　pora

馬噺　　ヲルジョト　P｝K6T

鼠　　キリス　　KP薮豆ea

風　フセイ　8撫磁

垂引　キリイストゼミレノィqePBb　3eMX　fiH6　ti

虫鳴　ブンヲドー顯漁、　カラシ　1｛apaCb

無秋　　カラスナレイハ　1｛paCHa弩ptii　6a

⑳数昌類

一　ヲジン　OAilH

三　テリ　？四

五　ヒヤアチ　maTb

七　　セイ　ミ　　ceMb

九　ゼイベツ　AeBfiTb

百　シト　eTO

百萬　ミリヨン　MHAml6H

一間　サゼン　ca｝KeHb

半分　ボロケナ　ilOAOBAHa

⑭器用類

車　コレツ　ttORee（9）

船　スルノ　C諏獄0

／1・舟　　ラウツカ　A6Ri｛a

ネ危　マシタ　絨餌Ta

艦　　ノウスイ　H6Cbi

蜜苗　ヤコリ　藏KOPb

弓　ルウク　πyK

鐵砲　　ロジヤ　　py｝Kbe

｛鳳刀　プツハアナ　milara

小刀　スクラツノイシカ　cauaRH6R船猟魏K

樋　カドシコ又フヤカ　1｛alloqKa

盃　リムカ　P磁Ka

酒樋　ボヲチカ　669Ka

傘　ゾンチカ　36HTMK

糸糸　テイチキ　HAToqKK

猿　ヲベレジヤヲ　06e3bAHa

狗吠　ワアヱチム　AaHTb

牛鴫　メチイト　MhlgilT

蚊　コマラ　KOMapa

蛇　ズメヤ　3｝teA

墓　　リヤグシヤ　　nflrS・WW｛a

大口魚、タラスタ　Tap無b

海鰍キトイナー悔鼠モリヤヲクルナ

ニ　デワ　肥a

四　チヤテラ　geTrkpe

六　セイシ　meCTb

八　ウヲウセミ　B6ceMh

壕’一　ゼイセツ　　9奄efiTb

千　テイセツ　TSICHga

－
」里　　　イ　≡ヨノL！ス　ト　　　BepeT

一尺　アリシン　歌興撫

輿　　キビツカ　　lt｝16thTl｛a

大船　カラヒ　Kepa6Ab

i醗　　ノ、ノレス　羅apyc

舵　ルイ又ルリ　pyAb

舳　コルマ　KePMa

擢　ゲレポウカ　rpe66K

矢　ステリカ又シテライ

大炮　フラシカ　ftYma｝｛a

魯刃　ノジカ　H6mSXK

錨　コチヤウ　KOT熱

蓋　キリシカ　Kρ撫田Ka

樽　カアチカ　K叙Ka

綱　ヒチカ　　6egeBtS’a

縄　ゼロフカ　BepEBKa

錯　イグワア又イコリカ

　　ノ　　　　　　　　　　　ノ

樋OP”　oKy猴b

CTP6SKa／CTpe”Ak

HrJ韮a　／　羅r6」蓋薮a
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珊　セリゲ　eePbrM　　　婦入耳輪に穴して懸く。金銀又玉にてかざる。

指環　ベレヌテ　uePCTeHb　　　　　　　　　櫛　ゲレベン　瞬6e恥

嚥脂　カラス・カライ　Kpac（1｛a）襖頭CHTb（？）　　勢刀　ノジンチ　H6照概眠

砥　ズルス　6pyc　　　　　　　　　　　　　　陶器　ツエニン　xxeHA｝ia

印　ゴリヤウー印板ペフチヤアトイ　猛e磁漁〉曲　板　ドスカ齢c蛤

紙　ブマアシ　6yMa）KI｛lt　　　　　　　　　　算盤　シチヤウワカ又シヨトイシヨウテ　e聴Tb髪

鏡　ゼリカ　3ePl｛aAe　　　　　　　　　　　　箱　ヤカシキ　舷珊K

時鳴鐘　シャスイ　囎磁　　　　　　　　　　老眼鏡　トロポカヲイ　Tpy撫OB磁

茶碗　チヤアシユ又カメンノイヲヤアシコ　船磁（Ka）／KAMeftHafi舶紐Ka

飯碗　ゼロワンノチヤアシユ　3egeHafi　gam（Ka）

杓　コビヒ｝　KOBIIl

登子　シカメヤ　eKaMbA

姻筒　ガンザトルツポカ　丁舶3a　TpY6Ka

吸認　ムシシコトヲカ　岬珊㎜T諏

革ベラー
書籍　キンガ　ICHilra

総　力りテナ　Kaρ丁舳a

線香　ドフンノイ　＝

燭豪　　ボツレイシユカ　ttORCBeqHffK
ひう　ち

火刀　ヲコマヤー火石　キレメニ　KpeMeHb

錐　　トロプカ　TpY6Ka

棒　　　パアカ　fiaXtta

剃刀　カピリイトムワ　6pATBa

鎖　ゾモカザモヲw3aMlca／3aM6K

鐘　　コロコ　K6」頁OKOk＃》

琴　クウレン　rYcml

硝子　スチクヲ、フラスコズテウカCTeecsu6

萬國圏　ブラフス　rn66yc

⑳衣服類

衣服　プラテキ　asaTbe

揮　ポロキー衿　ロバシカ　ρy6a皿nca

嚢ジユバtuY6。

頭巾　コツパアカ　｝｛OGfiaK

蒲團　ボステレ　ftOCT6Ab

匙　ロヲセキ　舶｝蝦翻

車子　ストウ　CTOA

掃帯　チイヒチナノィm・

雁舞コ　　トロポカ　　TpY6i｛a

扇子　ウヱルイ　舵eρ

墨　チヱリニイ　gePHft　〈3a》

字　ヒシマ　舶C猟a

文厘　ブマジカ　　6yMa｝iCKa

蝋燭　スウヱチヤア　eBeua

提燈　フワナi］IPet｛aPS

火藥　トルツコ　ー　鋸　ヒイリ　曲職

鐵鑓　モロトヲカ　Moneγ6K

長鋸　コツビヨ　KO皿b6

蓋　ワムルキロノリヲカ　tc

鍮　ヒリウチ又キ・リチ　K服）嚇

鼓　ベラバン　6aρa6蝕

笛　ブイレイタ　Φ舶最Ta

地圖　クウストー

日記　カレンタアレ　KaAeauaPb

帯　　クシヤアカ　Kylll会E｛（G　｝

袴　スタイノ　田Ta樋1

履　サンボウキ　ca猟o酌

手巾　プアト　RGaT6（蓬り

禮腋　モンゼイルMy｝IAAp
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藝衣　カフタンKaΦT細　　　　　　　　　　　美服　ホロシヨブラチ　xopom6　fisaTb（e）

悪服　ネホロシヨプラツテ　Rexopom6　fifi会丁もe　　木綿　ダバAa6a

糸旨　タフタ　TaΦ丁含　　　　　　　　　　　　　　　　毛1醜　ツクノヲ　　cyKH6

天驚絨　ウヱリウヱレBeAbBeT　　　　　　　布　ホウス　XO”eT

雨衣、袖あるをセネリ、袖なきをヒラシカ　繊盤的b，Φp合闘｛a

衣紐ブクリツma笠　リリヤツパ鵬触a　裁　コロイ　Kp磁

縫　シヨツト　USb§T

㈱飲食類

茶　チヤナq磁　　　　　　　　　　　　　　　飯　イシ又ケワアシヤ　eCTb／Karaa

酒　ウヲツカ　B6AKa　　　　　　　　　　　　　　　漉．ジイル　｝1｛lfP

酢　ヲクシ　Ysceyc　　　　　　　　　　　　　　　嚢　シツチ　TeCTO

大菓子ヘレアヤニカ又ビリヤジンカ　羅e船鶴e，闘po｝K磁

燗草　タバコ又タバTa6al｛／Ta6aの　　　　砂糖　サハルcaxap

果實　ヤブラカ又ヤゴテA6xOKO／AToxxa　　　　菜根　コウレン　K6peHb

調理　スタラバイ　CToa6Bafi　　　　　　　　朝飯　ザウフチリカコ　3aBTk’aro

午飯　パアウジュナユ　fioY）K・Hffalo　　　　　　夕飯　ウジュナコ　識照a紬

酔　ピヤン　fibfiH　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘　　スラツコ　c舶即｛o

辛　ゴリコ　r6PbKO　　　　　　　　　　　　　　苦　ポVチウノ　即OT船疑0

繭或　　ワP／　COAeRO　　　　　　　　　　　　　　酸　キィスロ　磁C澱0

煮　ワリウ　Bapぬ　　　　　　　　　　　　　　煎　ジヤアリウ　vaap｝o

硬喉　ポタウイウat－一＝　　　　　　　　　　　　　　湯気　バリト　BaPikT

働聲色類

青　　シイコネ又ゼロナ　C血誉姶疑も碍磁／3eπ色Hも磁　　黄　ヅmツタイ　30　JIOT6員

赤　クラスチKpae擁b磁　　　　　　　　　　臼　ベイロイ又ベヲイ　6印諭／6蕊磁

黒　チヨルノィ　哺興b虚　　　　　　　　　　　　標　ゴwボイ　rOlly6611

紺　ワシヨウコイm＝　　　　　　　　　　　　　佳香　ドブホwシヨウ　双yx　xopom6

奇麗　チヒチナ　哺CT曲　　　　　　　　　　鳴　ゲレシト　ー

明亮　スベツノイノチCB壱TJIaA　HOqb　　　　　晴　チウムノTe躍6の　　『

鱒珍籔類

金　　ソ“wタ　36謹o？o　　　　　　　　　　　　　　　　　銀　　スヱブm　　c（ep）e6p6

銅　メヅノイ　巖鰍恥崩　　　　　　　　　　　　　鐵　ゼレゾ　｝Ke詑30

鑓　ウクワアト　te　－、　カメンノKa　bf　etlb　　　石　カメンノ　KaMelih

蝋石　ムラアモヲ　lfpabfop　　　　　　　　　　銭　　デンギ　aeHhrlf

金銭　ゾwテデンキ　3◎30轍egeHbr｝f　　　　銀銭　セレベデンキ　c麟6紹勲董樹e壌鰯撒
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錐i銭　　メ’ゾネテ“ン・キ　　M6AHhle　neHもrH

⑳通胴類、言語

好　ホロシヨ　xopoma6

遠　ダリヲカ　aaAeKO

重　チヱスロ　WtMKO

中　セレゼネ　（B）　cepemtae

外　ヲソゴtt後　チヱスロ＝＝＝

多　モノヲカ　MH6ro

長　　トゴイ　　双6調rH鱈

深　　グホラコ　rAy60i｛6

清　チヒチナ噛eT（b匪恥

直　ピラマ　叩舳0

大也　ボロショイ60nbm6ti

有之　イヱノステeCTb

持來　ピルニセ　叩翻e磁

安否　スドロワ　3GOP6BO

勿忘　ネザボへHe　3a6撫b

｛業　（自構）　　ヤ　　fl

言之　ゴラレro30頭

箋筒　スコルカ　CiC6ahKe

始　ヤベルライ　fl”ePBhlli

速來スコロポジ　CK6PO羅0舶

至高　ヲヲナニイソヲコ　6qeHb　BbiC6KO

ま璽　　ヌ、コロ　　CK6po

他物　ヲツビリワイー無異スドロワ3110p6BO

可笑　　シメヤツ　　CMeATL（CA）

忘　オボヲ　3a6楓y

請乞　ムxヤボタレ　MHe厩0及a麺

追　ポヲヒチ＝・・m感謝　ボコルノイ、

快樂　ウヱセラ　Bece諏O

戯遊　　イニギライ　IErpart

盛歎　トヲンナポコルノタラヌトイnv彼此

強力　ブルヲルノイ　6YPHblti

不足　ネトスタニ　HeAeCTaHe（T＞

イラヲダラストィ

　　　　　チヤツトモヱ

不好　ホクダx勲o

近　ビリスカ　6AA3i｛0

輕　リヤウツコ　AerK6

コよロ

尚　イソヲカ　Bb韮c6KO

遅　ポウズド　ll63XX（HO＞

短　　コロツカ　K6POTKO

淺　　ミヤウヲカ　bf6m｛o

厚　　トスドイ　　T6」藁C7b蓋鍾

當　　ポワヲウ　ff◎ffaA

小也セリシユイー有諸リイヱシリイeCTb腿

持去　ウニセ　y騒e磁

此物名何　エトチョカ　STO　ger6

記得・　ネザポウ　He　3　a6シ旦y

唯諾　チョウスダレ　Eer6－c　e似aρb

足下　テ　Tbl

何是　ゴヲダKor舶

如何　カコマKaK6ro

終　　ポセンノ　gocne飛HH藪

胡説　チヤウヲルトコヲレgeneBeK　To　ro30p敢丁〉

至遠　ヲチニダリヲカ　6geHb　llaneKO

悪奨　トウホヲダ　Ayx　xYkO

頻数　チヤスト　蛤CTO

整　　ヤクビ　StKO6hl

可畏　ボイツ　66酌騒

請観　ムニヤポカヒ　bSffe　ilOKaxcfi

　　　　　　猛OK6pab夏鍾，6aarOAaPHbdi

幸　スナラボ　四ac瓢醜0

”’r　1 　．「　　 　し　　　 　L　　一デ　　　　　　ー一　幽　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　gaCTb　TBO∫叢

軟弱　ネブルヲルナイ　He6YPHbdi

堅固　キリプカ　1｛pe・fiKO
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有　ユイシ　eCTb

何人

遺憾

再會

無　ネイト　lleT

カコイチヤウロウヱカ　KaK6鍍gellOB6i｛　虚書　ルカヲイ　　烈yt｛aBblti

ヲスタニホツタ　6geHb　x泣皿o

ドnコイアラシ

滅　ガワシ

造為

安心

然　

卿知否

一　可哀

ゼ㌧ロイ　　　3護0藍

及pyr　6鍍　pa3

　ベンマヤシコ

翼誠　プラウダ　即飴偲

再來　ヲベチビリトo顧獅即瑚薮

6eflHStwra

トロヅユza羨　ヲスタツコー汝御名何　テPコイセムリヤ　Thl　KaK6R　3eMAfi

タクスダレニ

テベズナイヨト

TaK－c　cy及aPb

Te6¢　3Ha董OT

卿解飲否　テベヒノホッタTe66　rrvaTb　He

不聞　ゴヲレヨro30凶

湯己沸　ボダキツヒ　B◎船雌H融

思飯　イシホツチウ　eCTb　XO噂

食之　クウシヤイ　K細誰

開之　ウヲPズウエリニ　OTBO碑鵬ePb

揉紙　ムスウ　醗壱遡b（？）

繊紙　スモクシロシー

最初　ベルヲイビジユニ　船p3b盛B｝謡3盟

xoqeTC冠

摺痕紙　ズキップon脱衣　シキシ　eHHMft

舞書卿　テベボタクヤウ　Te66　fiOllapfO

思食　ヱイシテチウ　eCTb　xoqy

思飲　ヒイテホチウ　XXIITb　xoqy

飲之　ペイ　fteX

包之　ザウヱリニ　3aBep謡

絞糸糸　スチウ　ー　挽　クツシユ　ー

展籔紙　ウヲスパラウリアコ　pac即a田舷）

著衣　ナレワイナデン　HalleBafi　，　HaR6Hh

〈注＞

1＞亀井高孝、村山七郎編「北権聞略」（ili　）1［　9ム文館、昭和40年）p．3

2）亀井高孝、村山七郎、申村喜和編著「魯西亜辮語」（近藤出版社、昭和47年）p。19

3＞篠本廉『北嵯異聞凄（北門叢書第六冊、大友喜作編、国書刊行会、昭和47年）以下『北楼異聞』のページ数はこの

　　書に従う。

4＞蔦野明、　「霞本とロシア」（紀督國麗書店、昭和46年）p．207

5＞以下括孤内のwシア語は筆者の現代vシア語表記による推定形を示す。

6）亀丼高孝、村山七郎氏の編著あり。吉川弘文館、昭祁42年。

7）木村三閥吾編「業鹸稿叢』（昭和51年〉、pp．303～329参照。
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